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1,500km 存在しており仮に，水位を 50cm 程下げ
るができれば北山ダム貯水容量に匹敵する．また，
ため池は六角川流域内に 5 ～ 600 個程度存在し
ており，水位を50cm 程度下げておくことにより，
下流域への浸水時間を遅らせることができ，避難
時間の確保や浸水被害の軽減に繋がることが期待
される．強制排水に限界があることから，今後は
流域全体を視野に入れた総合流域防災を，検討す
ることも重要であると考えている．
５．おわり
　六角川においては，過去の幾度となく洪水の被
害を受けて，外水対応及び内水対応の整備を実施
し，洪水の被害軽減を図ってきた．しかし，これ
らのハード対策の実施には，長い時間が掛かるこ
と，近年の降雨状況等から，流域住民・行政等
が連携しながら，「自らの命は自ら守る」ための，
ソフト対策も必要となっている．六角川流域にお
いては，マイ防災マップ作成等の積極的な取組が
されていることから，今後これらの支援は継続し
ていくなど，ハード面・ソフト面の両方の取組を
継続し，更なる流域の被害の軽減を目指していか
なければならない．
注）本文の図・写真等は，下記より引用
※１　六角川河川整備計画より抜粋
※２　九州北部豪雨　平成２年７月１３日～１４日出水概要リーフ
レットより抜粋
※３　武雄河川事務所資料より
図―１１　ヨシの抑制実験（※３）
図―１２　モニタリング状況（※３）
図―１３　ヨシ抑制の対策工（案）（※３）
図―１４　ため池・クリーク施設（※３）
